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※�①〜⑧は当日�
のルート順

筥崎宮の「承天寺一山報賽式」

箱崎の代表的な町家「藤野家住宅」（非公開）

説明に聞き入る参加者

『東区歴史ガイドマップ』

　

海
の
中
道
海
浜
公
園
の
ニ

ホ
ン
ス
イ
セ
ン
。
２
月
下
旬
ま

で
見
頃
で
す
。

d=日時、期間　l=場所　t=対象　c=定員　y=料金、費用　e=申し込み　i=問い合わせ　f=ファクス　m=メール　h=ホームページ　n=託児　j=持参　b=受付時間

321,728人（＋174）
男 156,417 人 / 女 165,311 人
156,652 世帯（＋126）
令和２年９月１日現在推計（前月比）
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市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
さ
ん
ぽ
会
」
は
、
区
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
郷

土
史
講
座
の
受
講
生
ら
に

よ
っ
て
、
講
座
で
学
ん
だ
こ

と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え

た
い
と
、
平
成
20
年
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　
約
40
人
の
会
員
が
、
毎
月

の
定
例
会
で
地
域
の
歴
史
に

関
す
る
研
究
発
表
を
行
っ
た

り
、
区
内
の
公
民
館
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
郷
土
史
講
座
の

講
師
を
務
め
た
り
し
て
い
ま

す
。区

内
の
史
跡
を
巡
る

町
歩
き
を
開
催

　
さ
ん
ぽ
会
は
、
年
に
10
回

程
度
、
区
内
の
史
跡
を
巡
る

「
町
歩
き
」
を
開
催
し
、
そ

の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

箱
崎
地
区
の
町
歩
き
に
は
、

抽
選
で
選
ば
れ
た
25
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

筥は
こ
ざ
き
ぐ
う

崎
宮
で
行
わ
れ
た
神
事

さ
ん
ぽ
会
と
は

「
承じ

ょ
う
て
ん
じ
い
ち
ざ
ん
ほ
う
さ
い
し
き

天
寺
一
山
報
賽
式
」
を

見
学
し
た
後
、
地
区
内
に
点

在
す
る
史
跡
や
神
社
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
＝
下
図
参
照
。

　
九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
の
開
発
が
進
む
箱
崎
地
区

は
、
旧
市
街
地
と
し
て
も
知

ら
れ
、
貴
重
な
建
造
物
が
数

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ

ド
は
、
同
地
区
に
は
町
家
が

市
内
で
一
番
多
く
残
っ
て
い

る
（
約
50
軒
）
こ
と
、「
御

　
東
区
に
は
、
区
の
歴
史
や
文
化
、
伝
統
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
東
区
歴
史
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」（
以
下
、
さ
ん
ぽ
会
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
結
成
13

年
目
を
迎
え
る
同
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

茶
屋
跡
＝
下
図
⑥
」
は
、
か

つ
て
参
勤
交
代
の
際
に
、
諸

大
名
の
宿
泊
や
休
憩
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
テ
レ
ビ
で
見

た
こ
と
が
あ
っ
た
承
天
寺
一

山
報
賽
式
を
実
際
に
見
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
箱
崎
に
は
あ
ち
こ
ち
に

歴
史
的
な
建
物
が
あ
り
、
奥

が
深
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
ゆ
っ
く
り
見
て
回
り
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　
次
回
は
、
３
月
末
に
名
島

エ
リ
ア
の
町
歩
き
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
さ
ん
ぽ
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（「
さ
ん
ぽ
会

T
O
P
」
で
検
索
）
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
の
魅
力
を
語
り
継
ぐ

仲
間
を
募
集

　
同
会
で
は
、
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
池
間
夏
子
さ
ん

（
34
）
は
「
公
民
館
な
ど
で

開
催
す
る
郷
土
史
講
座
で

は
、
紙
芝
居
を
作
る
な
ど
工

夫
を
し
な
が
ら
活
動
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
さ
ん
ぽ
会
の

こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

を
発
行
し
、
東
区
役
所
と
な

み
き
ス
ク
エ
ア
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
東
区
歴
史
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
で
検
索
）
で
も

公
開
し
、
町
歩
き
の
P
R
を

す
る
な
ど
、
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
区
生
涯
学
習
推
進
課

　

a
6
4
5
・
1
1
4
4

　

f
6
5
1
・
5
0
9
7

　
区
は
、
さ
ん
ぽ
会
と
協
力

し
て
、
区
内
の
エ
リ
ア
ご
と

の
史
跡
な
ど
を
ま
と
め
た

『
東
区
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』

知
っ
て
も
ら
い
、
老
若
男

女
問
わ
ず
、
区
の
魅
力
を

語
り
継
ぐ
活
動
に
参
加
し

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、

加
藤
徳
生
会
長（
a
0
9
0
・

6
1
7
7
・
9
4
7
8 

f
6
0
3
・
6
2
0
0
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
同
会

の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

東
区
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る

さ
ん
ぽ
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

箱崎エリアマップ
参勤交代の諸大名、重
臣や幕府の要人等の宿
泊、休憩に利用された
黒田藩別邸跡

⑥御
おちゃやあと

茶屋跡

正月に筥崎宮で行われ
る「玉せせり」開始前
に木玉が運ばれ、競り
始めの地点となる

②玉
たまとりえびす

取恵比寿神社

非公開の町家
③ZEN環境設計

室町時代に建立された寺
④長

ちょうしょうぜんじ

性禅寺
菅原道真を漁師の守護神
として祭礼を行ってきた。
昭和29（1954）年に箱
崎浜から現在地に移転

⑦網
あみやてんまんぐう

屋天満宮

本殿・拝殿・楼門・
鳥居は国指定の重要
文化財。正月の「玉
せせり」や秋の「放
生会」は、多くの参
拝客や観光客でにぎ
わう

①筥崎宮

非公開の町家
⑧藤

ふじのけ

野家住宅

大和国吉野郡上北山村
の白瀧山宝泉禅寺の正
虎禅師を信仰した村人
によって祭られたもの

⑤車
しゃそうかんのん

僧観音



イベント・講座等についてのお知らせ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座等が中止になる場合があります。事前に各問合せ先に
ご確認ください。掲載している情報は、１月26日時点のものです。

内容 予
約

実施日 実施時間 対象者・料金等 i
e２月 ３月

エイズ・梅毒検査 — 16㈫ ２㈫、16㈫ ９:00～11:00 匿名で受けられます。検査結果は次回開催日（平日第１・３火曜日）に本人に
直接説明

①

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル
ス検査 — 16㈫ 16㈫ ９:00～11:00 t市内に住む20歳以上で過去に検査を受けたことがない人。検査結果は次

回開催日（平日第１・３火曜日）に本人に直接説明

個別栄養相談 要 17㈬、24㈬ 10㈬、17㈬、
24㈬

11:00～12:00
13:30～14:30 栄養士による食事のバランスチェックや離乳食・子どもの食生活などの相談 

なみき離乳食教室
lなみきスクエア 要 — ４㈭

11:00～11:30 tおおむね生後９カ月～18カ月頃の子どもとその保護者
試食なし13:30～14:00

tおおむね生後４カ月～８カ月頃の子どもとその保護者
14:30～15:00

心の健康相談 要 — ９㈫ 10:00～12:00 精神科医による相談。１人30分程度

②こころの病で悩んでい
る家族のための講座
lなみきスクエア

— — ３㈬ 14：00～17：00 家族交流会を行います。t東区家族会の人（初めて参加の人は要事前連絡）

マタニティ相談 要 15㈪ ８㈪、15㈪ 10:00～11：30 t区内に住む妊婦とその家族。妊娠・出産時の健康と育児について助産師に
よる個別相談。１人30分程度 ③

献血 — ▷2/19㈮八田公民館 9:30～12:00　▷3/2㈫イオンモール香椎浜 10:00～12:00、13:00～16:00　 ④

　今年３月まで区保健福祉センター講堂が使用できないため、よかドックとがん検診はなみきスクエアで実施します。予約は、健（検）診日より土日祝日
などを除く10日前までに、予約センター（b平日９：00～17：00 a0120-985-902 f0120-931-869）へ。今年度からよかドック受診には健康保険証
と受診券が必要です。

内容 予
約

実施日 受付時間 対象者・料金等 i２月 ３月

な
み
き
ス
ク
エ
ア
健
診

よかドック（特定健診）
l
な
み
き
ス
ク
エ
ア

要 予約終了 ３㈬、10㈬ ９:30～11:30

t40～74歳の市国民健康保険被保険者y500円j健康保険証 ※令和２年
度中（今年３月31日まで）に40歳または50歳になる人は無料

①が
ん
検
診

胃がん t40歳以上y600円
大腸がん t40歳以上y500円
子宮頸（けい）がん ２年度に１回受診可t20歳以上y400円
乳がん ２年度に１回受診可t40歳以上y40歳代は1,300円、50歳以上は1,000円
肺がん t40～64歳y500円 ※喫煙者など一定の条件に該当する50歳以上で喀

痰（かくたん）細胞診検査希望者は別途700円結核・肺がん t65歳以上y無料
胃がんリスク検査 t35・40歳y1,000円

①健康づくり係 a645-1078　②精神保健福祉係 a645-1079　
③母子保健係 a645-1077　④医薬務係�a645-1081
①～④ f651-3844　※マスクの着用をお願いします。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止になる場合あり。
※場所の記載がない場合は、区保健福祉センター（保健所・箱崎二丁目
54-27）で実施。料金の記載がないものは無料。
※健（検）診は、満70歳以上と市民税非課税世帯の人などは料金が免除さ
れます（証明書が必要）。

香音寺別院の「御瀧 不動堂」

よ
か
ろ
ー
も
ん

令和３（2021）年２月15日

バイク・軽自動車の届け出を
　バイク・軽自動車の
所有者が転居したとき
や車両を廃車・譲渡し
たとき、また盗難に
遭ったときは、その都度、下記窓口へ届け出
が必要です。バイク・軽自動車にかかる軽自
動車税（種別割）は、毎年４月１日の所有者
に課税されます。自動車税とは異なり、月割
り課税制度はありません。４月１日㈭までに
届け出をお願いします。３月下旬は窓口が混
み合いますので、早めにお手続きください。
i区課税課 a645-1021 f632-4970

車種 届け出場所
原動機付自転車（125㏄以下）・
小型特殊自転車

区課税課
a645-1021

軽自動車・125cc超のバイク 軽自動車協会
a641-0431

オトナ世代のボディメンテナンス講座
　体組成計を使っ
て、体重や体脂肪、
筋肉量等の測定を
行い、健康な体を
つくるための運動
のこつを学びます。d３月10日㈬午後２時～
３時半l東体育館（香住ケ丘一丁目）t65
歳未満でBMI25以上またはHbA1c6.0以上
の人c先着18人y無料e２月16日㈫午前９
時以降に電話かファクスで住所・氏名・電話
番号・講座名を問い合わせ先へ。i区地域保
健福祉課 a645-1088 f631-2295

た
。

　

弘
法
大
師
は
、
弘ひ

ろ

の

不ふ
ど
う
が
う
ら

動
ケ
浦
に
上
陸
す
る
と
、

残ざ
ん
た田

川
の
上
流
に
あ
る
瀧
渕

で
、
航
海
で
の
ご
加
護
に
感

謝
し
、
灯あ

か

り
を
付
け
祈
願
す

る
、
奉ほ

う
し
ょ
く燭

を
執
り
行
い
ま
し

た
。
以
後
、
こ
の
地
は
、
弘

法
大
師
空
海
「
奉
燭
の
地
」

と
し
て
長
く
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　
弘
に
あ
る
香
音
寺
の
古
文

書
記
録
に
よ
る
と
、
別
院
御

瀧
不
動
堂
に
関
し
て
、「
明

治
37
年
御
堂
を
建
立
、
通
夜

堂
を
増
築
し
て
、
一
般
参
拝

場
と
な
す
」
と
あ
り
、
そ
の

後
大
正
時
代
に
も
修
復
し
た

記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
残
田
川
の
砂
防
ダ
ム
建
設

の
た
め
、
平
成
16
年
に
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成
21

年
、
旧
地
に
隣
接
す
る
現
在

地
に
、「
御
瀧 

不
動
堂
」
が

新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
8
0
6
（
大
同
元
）
年
、

唐
で
２
年
間
の
仏
道
修
行

を
終
え
た
弘
法
大
師
空
海

は
、
遣
唐
使
の
帰
船
に
便

乗
し
、
帰
国
の
途
に
就
き

ま
し
た
。

　
船
が
大
海
に
出
て
程
な

く
し
て
、
徐
々
に
空
が
暗

く
な
り
風
は
吹
き
荒
れ
、

波
が
頭
上
を
越
え
る
ほ
ど

海
が
荒
れ
始
め
ま
し
た
。

船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
揺

れ
、
前
に
進
む
こ
と
も
困

難
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、弘
法
大
師
は
、

船
中
で
不ふ

ど
う
み
ょ
う
お
う

動
明
王
を
一
心

に
念
じ
ま
し
た
。す
る
と
、

徐
々
に
暴
風
が
収
ま
っ
て

海
も
穏
や
か
に
な
り
、
船

は
無
事
に
志
賀
島
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

　
「
歩さ

・
歩ん

・
歩ぽ

・
会
」

古
賀　
偉
郎
（
79
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

志
賀
島
香こ

う
お
ん
じ

音
寺
別
院
「
御お

た
き瀧 

不ふ
ど
う
ど
う

動
堂
」

金
印
海
道

残
田
川

残田川砂防ダム

香音寺

弘漁港

至志賀

至
勝
馬 香音寺別院　

御瀧 不動堂

542
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